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食用油　値上げ基調続く　バイオ燃料需要も押し上げ要因
日清オイリオグループ社長　久野貴久氏

食用油の原料となる大豆は国際指標のシカゴ先物が7月末時点で前年同期比6割高。菜種もウィニペグ先物が7割高でした。

「中国の強い需要がある。新型コロナウイルス禍の停滞を脱して経済活動を再開したほか、アフリカ豚熱（ASF）の沈静化で穀物

需要が増えた。ここに脱炭素の潮流を背景にバイオ燃料向けの需要増がのしかかった。これは構造変化だ。米バイデン政権が1月

に発足し、バイオ燃料政策の推進への期待感が高まった。大手搾油業者が大豆搾油工場の新設や能力増強の計画を相次ぎ発表して

いる」

「菜種もバイオ燃料の需要増予想を受けた旺盛な搾油需要がある。カナダ国内の搾油能力は1千万トン程度から1600万トン程度ま

で増える見通しだ。米国でバイオ燃料に大豆油を使えば食用油が賄えなくなる。そこをカナダ産菜種で補う需要が見込まれてい

る」

北米では高温乾燥が懸念されています。

「米国の大豆生産量は下方修正が懸念される。順調に収穫できてもバイオ燃料需要が相場を下支えする。天候次第で5月につけた

（8年8カ月ぶり高値の）1ブッシェル16ドル台が再び射程に入ってくる。菜種はカナダ西部の熱波で減産の可能性がある。生育状

況次第では5月の最高値を再びトライする局面もあるだろう」

原料高の転嫁で今年に入って3回製品値上げを表明しました。浸透ぶりをどう評価しますか。

「コロナ下の需要家の事情を踏まえ、昨冬から時間をかけて説明してきた。これが今までと違うところだ。マーガリンやマヨネー

ズなど加工用食用油の需要家には『先々はこうです』と伝えてきた。（4回目の値上げも）視野に入れて動いていこうと思う。も

う少し様子をみたい」

飲食店は苦境が続きます。量販店も値上げは受け入れがたいのでは。

「飲食店は3回目の価格改定に時間がかかっている。『時期を1カ月遅らせてくれないか』などの要望があり、柔軟に対応する。付

加価値の高い商品を提案するなど工夫もしている」

「量販店も改定は受け入れている。原料高で店頭売価が上がった2007～08年当時、需要が大きく落ち込むことはなかった実績を説

明した」

進む価格転嫁　今後は難航か

カナダ西部を襲った熱波により今年度の菜種に減産観測が広がる。米国産大豆は豊作見通しだが、少ない在庫量を改善させるには

力不足だ。世界の経済活動が正常化を探る中で需要は底堅く、国際価格は下がりにくくなっている。

原料高に伴う価格転嫁は、川上から川中へと浸透してきた。だがコロナ感染の拡大は止まらず、需要家側に値上げの受け入れ余地

が狭まっているようにみえる。今後の価格交渉は難航が予想される。（皆上晃一）
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